
環境心理学 ・ 空間認知 ・ 日常生活 ・ 行動観察 ・ 実空間実験

◼歩行空間のデザイン

◼高齢者の外出行動を促進する環境づくり

◼公共トイレ空間の環境改善

◼日本の建具デザインに関する実験的研究

◼人間の行動特性と環境デザインの関係

◼住み手に魅力的存在であり続ける建物

◼大規模な建築空間内部における表象生成およびその変容過程に関する検討

（科研費（特別研究員奨励費））

◼日常的な移動行動と安全への意識に関する調査（民間企業の助成金）

◼寒冷山間地における広域生活圏に積雪が及ぼす影響（財団法人の助成金）

◼駅舎トイレの清潔性維持に関する学術研究（民間企業との共同研究）

◼住み手に魅力的存在であり続ける建物の物理的要素と心理的要素の探究（科

研費（基盤研究C））

◼人工物の総合的な強化を促す心理的要因と社会文化的要因に関する一考察

（科研費（基盤研究C））

◼公共空間における表示物の「見落とし」に関わるデザインの研究（輝度と色

彩）（科研費（基盤研究C））
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准准教教授授 柳柳瀬瀬 亮亮太太

思い返すと、小学から中学時代に読んだ本の影響を強く
受けたように思います。伝奇や古典、推理もの、SF、シ

ョートショートなど、その中に出てくる機知に富む登場

人物だったり、魅力的な描写やワクワクする展開…単純

に読書を楽しむことが多かったですが、それらの理由を

考えることも同様でした。日々の行動も、何らかの理由

があって多様な判断が下されるものです。それについて
考えたいという願望が根底にあったのかもしれません。

総合建設業・設計事務所・ハウスメー
カー・行政機関・地方自治体など、自

らの希望に応じて、建築に関係する幅

広い分野へ就職しています。いずれの

分野においても、学際的な視点から建

築・都市空間について考えを深める研

究経験は役立ちます。

上述した研究に取組むにあたっては、
人間が知覚・認知している環境につい

て理解を深めることが大切です。知

覚・認知システムは、思っている以上

にいい加減かつ精巧です。なぜ？どの

ような条件で？その性質について実験

心理学的手法を用いて探求し、より良
い構築空間をデザインするために活か

す資料づくりが、求められています。

既存の建物をペイントなどによって疑似的に劣
化させて、その質や量に応じた評価データを収

集。[地域と連携した活動]

スロープの勾配と距離によって生じる車椅子
（自走および介助あり）による移動負荷を計

測。[施設の利便性の見直し]

研研究究かからら広広ががるる未未来来

私私のの学学問問へへののききっっかかけけ 卒卒業業後後のの未未来来像像

人間は自らが過ごす環境を構築するチカラを持っていて、自らがより良く感じられる環境づく

りを継続してきています。しかしながら、その目的に根ざして構築された環境が思い通りに機

能しないこと、新たな問題を生み出すことは少なくありません。これらの問題について考える

ためには、物理的な環境を詳細に調べるだけでなく、心理的（人間の頭の中につくられる）環

境の特性を把握して、それらの対応関係を慎重に推察する手続きが欠かせません。柳瀬研究室

では、建築空間や都市空間を対象に『人間－環境系に関わる研究』を行っています。

よよりり良良いい環環境境ををデデザザイインンすするる

そそののたためめにに「「心心理理的的環環境境」」をを探探究究すするる

http://qrcode.jp/qr?q=http%3a%2f%2fylab%2ewordpress%2ecom%2fs=2c=selected

管理者や利用者のニーズに加えて、地域文化をふまえて机や椅子をデザイン。
年度から大学院の演習課題として取組み始め、毎年１作品を公共空間に設置。

最終案の選考と制作に際しては、地元企業や団体の協力をえている。 須坂市と
連携した取組み 上段：旧小田切家住宅・下段：ふれあい館まゆぐら
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Thinking Deeply about

 the Human Environment.

We build houses, large structures and cities. Different from any other animals, humans are 

capable of changing the environment dramatically. The results of Environmental 

psychology studies not only help on improving the environment of the human kind but also 

provide critical data for designers, planners and architects.  My lab is doing the study on 

space cognition, and behavior for the realization of better human as space design. 

School of Human Sciences, 
Waseda Univ. Ph.D. 

(Human Science) (2001), 

Environmental Psychology, 

Cognitive Psychology.

Associate Professor

Ryota Yanase

I feel the books I read during my elementary and junior 
high years strongly influenced me. They included legends, 

classics, mysteries, science fiction, and short stories, 

often featuring witty characters, vivid descriptions, and 

exciting plots. While I mainly enjoyed reading for 

pleasure, I liked reflecting on why stories moved me. In 

daily life, every action is based on reasons. I realized I 
wanted to explore and study these underlying elements, 

which became the foundation of my academic pursuit.

Students often got hired by 
construction companies, housing 

industries, architectural design 

consulting company, government 

related offices and so on… The 

experiences gained from thinking 

with interdisciplinary knowledge are 
going to be useful in solving 

problems at the various fields.

Among our activities, there are high 
demands for the attitude and 

behavior to have an interest in the 

human environment as well as the 

physical environment. Therefore, 

making extra efforts to understand 

about the process of sensation, 
perception, and cognition is very 

important. We need to keep thinking 

deeply about the human environment.

In the Future

Beginnings of my path to 

academia

After Graduation

QRを配置

The existence of person have an influence on another in 

the room, and that degree vary with  a partition(sho-ji). 

Almost of our studies target at publ ic space, and the study 

subjects range from young children to senior citizens.
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